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っ
て
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
広
く
市
民
の
方
の
参
加
を
期

待
し
、
開
会
の
１
年
前
に
当
た

る
本
年
７
月
下
旬
に
応
募
は
が

き
を
掲
載
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
全
戸
配
布
し
、
市
内
の
全
て

の
小
中
特
別
支
援
学
校
や
市
内

施
設
等
で
の
配
布
を
行
う
こ
と

で
調
整
し
て
い
る
。

申
込
期
間
は
８
月
か
ら
令
和

２
年
３
月
末
ま
で
で
、
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
に
つ
い
て
は
、
大
会

関
連
グ
ッ
ズ
等
を
景
品
と
し
て

お
り
、
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
を
行
い
、
２
年
７
月
頃
に

景
品
の
発
送
を
予
定
し
て
い
る
。

な
お
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の

景
品
は
、
東
京
２
０
２
０
大
会

パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
等
か
ら
の
協

賛
で
準
備
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
本
事
業
は
、
増
刷
す
る

「
私
の
夢
カ
レ
ン
ダ
ー
」
へ
の

民
が
徒
歩
や
公
共
交
通
に
よ
り
、

商
業
、
医
療
、
生
活
利
便
施
設

な
ど
に
容
易
に
ア
ク
セ
ス
で
き

る
環
境
を
整
え
る
ま
ち
づ
く
り

で
あ
る
。

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
管
内
の

東
海
道
本
線
に
お
い
て
は
90
年

以
上
新
駅
が
整
備
さ
れ
て
い
な

い
中
で
、
東
海
道
本
線
の
駅
が

も
た
ら
す
イ
ン
パ
ク
ト
や
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
享
受
し
な
が
ら
、

本
市
の
新
た
な
都
市
拠
点
を
形

成
で
き
、
持
続
可
能
な
発
展
に

つ
な
が
る
施
策
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

神
奈
川
県
に
お
い
て
も
、
自

立
と
連
携
に
よ
る
活
力
あ
る
県

土
の
形
成
の
た
め
の
重
要
な
取

り
組
み
の
一
つ
と
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
引
き
続
き
県
、
鎌
倉

市
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い

く
。

ン
プ
場
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
長

寿
命
化
計
画
を
立
案
し
、
事
業

を
進
め
、
平
成
30
年
度
ま
で
に

小
田
急
江
ノ
島
線
片
瀬
江
ノ
島

駅
前
の
対
策
を
完
了
し
、現
在
、

国
道
１
３
４
号
沿
い
の
対
策
工

事
を
実
施
し
て
い
る
。
な
お
、

長
寿
命
化
計
画
が
策
定
さ
れ
て

い
な
い
箇
所
に
つ
い
て
も
、
優

先
的
に
重
要
箇
所
の
対
策
を
進

め
て
お
り
、
令
和
元
年
度
は
今

田
ポ
ン
プ
場
等
か
ら
の
圧
送
先

の
対
策
を
行
っ
て
い
く
。

ま
た
施
設
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
に
辻
堂
浄
化
セ
ン
タ
ー

２
号
汚
泥
焼
却
炉
、
藤
が
谷
ポ

ン
プ
場
受
変
電
設
備
等
に
お
い

て
、
対
策
を
完
了
し
た
。
令
和

元
年
度
は
大
清
水
浄
化
セ
ン
タ

ー
の
長
寿
命
化
対
策
工
事
を
実

施
し
て
い
く
。
さ
ら
に
こ
れ
ら

の
対
策
と
並
行
し
、
下
水
道
全

台
分
の
増
加
を
想
定
し
て
い
る

ほ
か
、
近
年
利
用
者
が
多
く
な

っ
て
い
る
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
へ
の

対
応
が
可
能
な
サ
イ
ク
ル
ラ
ッ

ク
の
設
置
を
検
討
す
る
な
ど
、

利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

老
朽
化
す
る
下
水
道

長
寿
命
化
対
策
を
実
施

栗
原　

貴
司	

	

（
市
民
ク
ラ
ブ
藤
沢
）

質
問

本
市
の
下
水
道
は
昭
和

20
年
頃
か
ら
設
置
さ
れ
、
か
な

り
の
年
数
が
経
過
し
、
今
後
、

老
朽
化
が
ま
す
ま
す
進
む
と
考

え
ら
れ
る
が
、
老
朽
化
対
策
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
弁

下
水
道
の
老
朽
化
対
策

は
、
管
路
に
つ
い
て
は
南
部
処

理
区
の
一
部
の
排
水
区
ご
と
に
、

施
設
は
浄
化
セ
ン
タ
ー
又
は
ポ

区
画
整
理
事
業
等
の
大
規
模
開

発
に
よ
る
都
市
基
盤
整
備
を
進

め
、
産
業
の
誘
致
や
良
質
な
住

宅
地
の
供
給
を
行
っ
て
き
た
。

一
方
、
市
街
化
調
整
区
域
は
、

多
く
の
自
然
が
残
り
営
農
環
境

に
優
れ
た
地
域
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
農
業
を
生
か
し
、
環
境
と

共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
る
。
現
在
は
都
市
拠
点
で

あ
り
、
い
ず
み
野
線
延
伸
に
よ

り
設
置
さ
れ
る
新
Ｂ
駅
周
辺
で

も
あ
る
健
康
と
文
化
の
森
や
新

産
業
の
森
な
ど
、
自
然
環
境
に

配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
遠
藤
笹

窪
谷や
と

に
お
け
る
公
園
の
整
備
や

森
と
森
を
つ
な
ぐ
フ
ッ
ト
パ
ス
、

下
水
道
事
業
の
推
進
は
、
地
域

の
活
性
化
や
市
民
の
生
活
環
境

の
改
善
に
資
す
る
重
要
な
事
業

と
捉
え
て
い
る
。
北
部
地
域
の

自
然
環
境
や
地
域
の
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
を
活
か
し
、
ま
ち
づ
く
り

を
着
実
に
進
め
、
地
域
振
興
に

つ
な
げ
て
い
く
。

ど
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が
制
限

さ
れ
な
い
よ
う
配
慮
が
重
要
と

考
え
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
プ
ロ

ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
の
誘
致
に
つ

い
て
は
、
市
民
や
関
係
団
体
の

気
運
の
高
ま
り
と
理
解
が
不
可

欠
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
活
か
し

北
部
地
域
の
振
興

佐
野　

洋	
	

（
ふ
じ
さ
わ
湘
風
会
）

質
問

本
市
の
北
部
地
域
は
、

豊
か
な
自
然
環
境
や
広
域
的
な

交
通
網
、
ま
た
複
数
の
大
学
の

立
地
等
、
地
域
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
は
非
常
に
高
い
。
こ
れ
ら
を

活
用
し
、
ま
ち
の
付
加
価
値
を

高
め
ら
れ
る
と
考
え
る
が
、
北

部
振
興
に
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
弁

本
市
の
北
部
地
域
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
に
市
街
化
区
域
は
、
土
地

ー
ム
誘
致
や
、
そ
の
地
で
生
み

出
し
、
育
て
て
い
く
こ
と
で
町

の
再
活
性
化
を
図
っ
て
い
る
自

治
体
は
非
常
に
多
く
あ
る
。
神

奈
川
県
内
で
も
横
浜
市
を
初
め
、

政
令
市
等
で
積
極
的
に
力
を
入

れ
て
い
る
が
、
本
市
の
見
解
を

聞
き
た
い
。

答
弁

本
市
に
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

チ
ー
ム
を
誘
致
す
る
こ
と
は
、

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
身
近
な

存
在
と
な
り
、
ス
ポ
ー
ツ
熱
が

高
ま
る
な
ど
、
チ
ー
ム
と
地
域

に
一
体
感
が
生
ま
れ
る
と
と
も

に
、
子
ど
も
た
ち
に
夢
や
希
望

を
与
え
る
な
ど
、
地
域
の
活
性

化
や
潤
い
を
生
み
出
す
源
と
な

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
済
効
果
が

期
待
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
等
の
大

会
が
開
催
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
施

設
を
新
た
に
整
備
す
る
に
は
、

用
地
取
得
、
近
隣
住
民
と
の
合

意
形
成
、
関
係
団
体
と
の
調
整

の
課
題
や
、
ま
た
活
動
に
当
た

っ
て
の
定
期
的
な
施
設
確
保
な

困
対
策
、
い
じ
め
防
止
に
関
す

る
取
り
組
み
、
地
域
に
お
け
る

子
ど
も
の
育
ち
や
見
守
り
、
教

職
員
の
働
き
方
改
革
等
を
テ
ー

マ
と
し
て
協
議
を
行
い
、
教
育

政
策
の
方
向
性
に
つ
い
て
教
育

委
員
会
と
共
有
を
図
っ
て
き
た
。

子
ど
も
た
ち
が
学
び
を
通
し

て
未
来
や
目
標
に
向
か
っ
て
生

き
る
力
を
育
み
、
全
て
の
市
民

が
優
し
く
手
を
差
し
伸
べ
合
う

笑
顔
あ
ふ
れ
る
幸
せ
な
ま
ち
を

つ
く
る
た
め
、
今
後
も
総
合
教

育
会
議
等
を
通
じ
て
市
全
体
で

課
題
や
認
識
を
共
有
し
、
子
ど

も
た
ち
や
子
育
て
家
庭
に
寄
り

添
う
取
り
組
み
を
こ
れ
ま
で
以

上
に
進
め
て
い
く
。

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
誘
致

地
域
経
済
の
活
性
化

桜
井　

直
人	

	

（
市
民
ク
ラ
ブ
藤
沢
）

質
問

各
種
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け

る
プ
ロ
化
が
目
覚
ま
し
い
ス
ピ

ー
ド
で
進
ん
で
お
り
、
プ
ロ
チ

育
て
家
庭
の
実
態
調
査
」
の
結

果
を
見
る
と
、
家
庭
の
経
済
的

状
況
が
子
ど
も
た
ち
の
学
力
と

希
望
に
大
き
く
影
響
し
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
今

後
、
こ
の
結
果
を
市
は
、
ど
の

よ
う
に
生
か
し
て
い
く
の
か
見

解
を
聞
き
た
い
。

答
弁

今
回
の
調
査
結
果
か
ら

学
力
保
障
等
は
、
市
全
体
で
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重

要
課
題
と
捉
え
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
も
総
合
教
育
会
議
に
お
い

て
、
教
育
大
綱
の
策
定
に
関
す

る
協
議
の
ほ
か
、
子
ど
も
の
貧

所
や
観
光
協
会
、
商
店
会
の
会

員
に
は
初
期
費
用
が
な
く
、
手

数
料
も
低
い
プ
ラ
ン
を
提
供
し

て
い
る
。
ま
た
藤
沢
市
観
光
協

会
で
も
、
東
京
２
０
２
０
大
会

の
開
催
地
で
あ
る
江
の
島
及
び

洲
鼻
通
り
の
店
舗
に
対
し
、
シ

ス
テ
ム
導
入
の
説
明
会
を
開
催

し
、
こ
の
取
り
組
み
に
賛
同
し

た
取
扱
店
舗
が
徐
々
に
増
加
し

て
い
る
ほ
か
、
江
の
島
岩
屋
や

藤
沢
市
観
光
セ
ン
タ
ー
も
こ
の

制
度
を
利
用
し
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
化
を
図
れ
る
よ
う
調
整
を

行
っ
て
い
る
。

子
ど
も
や
家
庭
の
課
題

総
合
教
育
会
議
で
共
有

竹
村　

雅
夫	

	

（
民
主
・
無
所
属
ク
ラ
ブ
）

質
問

本
市
の
「
子
ど
も
と
子

山
口　

政
哉	

	

（
市
民
ク
ラ
ブ
藤
沢
）

質
問

東
京
２
０
２
０
大
会
を

契
機
に
今
後
も
外
国
人
観
光
客

の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
中
、
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
を
図
る
こ
と

で
利
便
性
が
向
上
し
、
観
光
振

興
等
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

開
催
会
場
と
な
る
江
の
島
周
辺

で
の
対
応
状
況
に
つ
い
て
聞
き

た
い
。

答
弁

本
市
で
は
、
外
国
か
ら

の
来
訪
者
の
増
加
に
伴
い
、
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
は
大
変
重
要

な
課
題
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

藤
沢
商
工
会
議
所
及
び
鎌
倉
商

工
会
議
所
が
協
働
し
、
藤
沢
・

鎌
倉
エ
リ
ア
に
お
け
る
「
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
シ
テ
ィ
」
の
実
現

に
向
け
、
決
済
シ
ス
テ
ム
導
入

に
対
し
て
、
地
域
の
商
工
会
議

体
を
網
羅
し
た
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
実
施
方
針
の
策
定
を

進
め
、
よ
り
一
層
、
事
業
の
継

続
性
と
効
率
性
を
高
め
て
い
く
。

健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業

２
０
２
０
に
つ
な
げ
る

東
木　

久
代	

	

（
藤
沢
市
公
明
党
）

質
問

以
前
、
市
民
に
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
が
広
が

る
よ
う
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
レ
ン

ダ
ー
を
提
案
し
、好
評
だ
っ
た
。

さ
ら
に
今
回
、
東
京
２
０
２
０

大
会
を
契
機
と
し
た
健
康
寿
命

延
伸
の
た
め
に
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
を
付
与
す
る
事
業
と
し
て
、

健
康
ポ
イ
ン
ト
「
ふ
じ
さ
わ
夢

チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
２
０
」
が
実

施
さ
れ
る
よ
う
だ
が
、
具
体
的

な
進
捗
状
況
を
聞
き
た
い
。

答
弁

本
事
業
の
周
知
に
当
た

掲
載
も
予
定
し
、
大
会
に
向
け

た
気
運
醸
成
に
つ
な
げ
て
い
く
。

村
岡
新
駅
の
設
置

暮
ら
し
や
福
祉
充
実
を

土
屋　

俊
則	

	（
日
本
共
産
党
藤
沢
市
議
会
議
員
団
）

質
問

村
岡
地
区
の
目
指
す
べ

き
姿
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
や
認
可
保
育
園
、
公
営
住
宅

な
ど
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
る
福

祉
の
拠
点
、
暮
ら
し
や
福
祉
の

充
実
で
あ
り
、
村
岡
新
駅
設
置

は
や
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁

村
岡
新
駅
の
設
置
と
村

岡
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
新

駅
を
中
心
と
し
た
都
市
機
能
の

集
積
を
図
り
、
少
子
超
高
齢
社

会
を
見
据
え
た
コ
ン
パ
ク
ト
プ

ラ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
、

高
齢
者
を
初
め
と
す
る
地
域
住

一

質
般

問
な
主

質
問と

弁
答

業
用
地
拡
張
に
向
け
た
具
体
的

な
内
容
を
聞
き
た
い
。

答
弁

現
在
、
神
奈
川
県
が
整

備
し
て
い
る
江
の
島
大
橋
の
自

転
車
通
行
空
間
は
、
幅
員
１
メ

ー
ト
ル
が
充
て
ら
れ
、
矢
羽
根

設
置
を
行
う
こ
と
で
、
自
転
車

の
車
道
走
行
に
つ
い
て
本
年
８

月
下
旬
ま
で
に
一
定
の
環
境
が

整
う
予
定
と
聞
い
て
い
る
。

ま
た
江
の
島
周
辺
に
は
、
県

か
ら
借
用
す
る
な
ど
し
て
供
用

す
る
２
０
０
台
分
の
駐
輪
ス
ペ

ー
ス
が
あ
る
が
、
江
の
島
大
橋

の
改
修
工
事
に
伴
い
、
自
転
車

の
流
入
量
増
加
が
予
想
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
江
の
島
北
緑
地
に

つ
い
て
、
県
が
令
和
元
年
度
に

発
注
し
て
い
る
整
備
工
事
の
進

捗
を
踏
ま
え
、
事
業
用
地
を
拡

張
で
き
る
よ
う
調
整
し
て
い
る
。

拡
張
に
つ
い
て
は
、
１
０
０

松
下　

賢
一
郎	

	

（
藤
沢
市
公
明
党
）

質
問

東
京
２
０
２
０
大
会
に

向
け
て
、
３
車
線
化
が
図
ら
れ

る
江
の
島
大
橋
の
自
転
車
通
行

空
間
に
お
け
る
整
備
の
進
捗
状

況
と
、
あ
わ
せ
て
江
の
島
島
内

に
お
け
る
駐
輪
ス
ペ
ー
ス
の
事

○
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
推
進
に

対
す
る
慎
重
な
検
討
を
求
め

る
意
見
書

平
成
26
年
１
月
に
施
行
さ

れ
た
、
い
わ
ゆ
る
改
正
タ
ク

シ
ー
特
措
法
は
、
タ
ク
シ
ー

市
場
特
有
の
供
給
過
剰
へ
の

対
応
を
よ
り
効
果
的
に
進
め

な
が
ら
、
タ
ク
シ
ー
の
安
全

性
や
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
一
層

向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。

一
方
、
政
府
は
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
検
討
会
議

や
規
制
改
革
推
進
会
議
を
設

置
し
、
自
家
用
自
動
車
を
用

い
て
有
償
で
運
送
を
行
う
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
を
含
め
た
検
討	

・
議
論
を
行
っ
て
い
る
。

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
に
つ
い
て

よ
う
に
支
援
し
、
子
供
の
保

護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

に
適
切
に
配
慮
す
る
と
い
う

趣
旨
に
反
し
、
大
変
不
公
平

な
制
度
で
あ
る
。
幼
稚
園
類

似
施
設
は
そ
れ
ぞ
れ
の
園
独

自
の
特
徴
を
持
ち
、
幼
児
教

育
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

か
ら
、
無
償
化
制
度
の
対
象

に
含
め
る
べ
き
と
考
え
る
。

幼
稚
園
類
似
施
設
通
園
児

が
無
償
化
制
度
の
対
象
か
ら

外
さ
れ
た
場
合
、
幼
稚
園
通

園
児
の
保
護
者
と
の
間
に
大

き
な
経
済
的
負
担
格
差
が
生

ま
れ
、
制
度
の
基
本
理
念
と

逆
行
す
る
こ
と
に
な
る
。

よ
っ
て
、
政
府
に
対
し
、

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化

制
度
に
関
し
、
幼
稚
園
類
似

施
設
の
園
児
も
無
償
化
の
対

象
と
な
る
よ
う
に
、
早
急
に

基
準
を
見
直
す
よ
う
、
強
く

要
望
す
る
。

（
以
上
、
要
旨
を
掲
載
）

は
、
道
路
運
送
法
に
抵
触
す
る

タ
ク
シ
ー
類
似
行
為
に
該
当
す

る
と
の
指
摘
が
あ
る
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に

対
し
、
利
用
者
の
安
全
・
安
心

に
極
め
て
大
き
な
懸
念
が
あ
り
、

さ
ら
に
改
正
タ
ク
シ
ー
特
措
法

の
意
義
を
損
な
う
こ
と
が
懸
念

さ
れ
る
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
に
つ
い

て
は
、
十
分
慎
重
な
検
討
・
対

応
を
行
う
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

○
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化

制
度
に
幼
稚
園
類
似
施
設
も
対

象
と
す
る
よ
う
求
め
る
意
見
書

本
年
10
月
か
ら
実
施
さ
れ
る

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
制

度
か
ら
幼
稚
園
類
似
施
設
が
対

象
か
ら
外
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

制
度
の
基
本
理
念
で
あ
る
全
て

の
子
供
が
健
や
か
に
成
長
す
る

意

見

書

２
件
を
政
府
等
へ
提
出

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
シ
テ
ィ

東
京
２
０
２
０
大
会
の
観
光
振
興
に
つ
な
げ
る

外
国
人
観
光
客
の
利
便
性
向
上

自転車流入量増加に対応

江の島大橋の改修
江の島の駐輪スペース拡張

自転車利用者の利便性向上が望まれる江の島

⑹


